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兵
庫
県
の
地
域
創
生
は
２
年
目
に
入
り
ま
す
。
今

年
は
「
地
域
創
生
実
行
元
年
」
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
っ
て
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
も
、
活

力
を
持
ち
続
け
る
地
域
を
創
る
こ
と
で
す
。

　
知
事
も
２
月
議
会
の
冒
頭
（
２
月
17
日
）
の
所
信

演
説
で
、
地
域
自
立
の
推
進
に
つ
い
て
、
地
方
が
自

己
決
定
、
自
己
責
任
を
貫
け
る
体
制
の
確
立
を
め
ざ

し
、
地
方
分
権
改
革
に
も
根
気
強
く
取
り
組
み
ま
す
、

と
の
こ
と
で
左
記
の
言
及
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
で
は
、
出
会
い
の
場
の
充

実
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
、
県
立
大
学
の
改
革
、
職
業
人
材
の
育

成
な
ど
で
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
育
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
就
学
基
金
を
貸
し
付
け
、
５
年
間
県
内
で

就
業
す
れ
ば
返
済
を
免
除
な
ど
。
子
育
て
の
経
済
負

担
軽
減
と
し
て
、
第
２
子
以
降
を
対
象
と
し
た
保
育

料
の
助
成
を
拡
充
。

　
学
校
教
育
の
充
実
で
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の
学
習
支
援

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
基
礎
学
力
の
定
着
や
一
人
ひ
と

り
の
理
解
度
に

合
っ
た
発
展
学

習
に
取
り
組
む

小
中
学
校
を
増

や
す
こ
と
。
英

語
が
堪
能
な
地

域
住
民
の
協
力

を
得
た
小
学
校

で
の
授
業
。
県

立
高
校
で
は
、

学
区
の
広
域
化

に
合
わ
せ
て
学

び
の
選
択
肢
を

増
や
す
た
め
、
特
色
化
を
推
進
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
の
確
保
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
基
盤
の
整
備
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
基
盤
の
充
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
環
境
の
充
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
と
の
共
生
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
海
ト
ラ
フ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
震
に
よ
る
最
大
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ス
の
津
波
に
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
こ
と
、
防
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
殺
推
進
条
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
め
避
難
行
動
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
者
名
簿
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
提
供
、
個
別
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
計
画
の
作
成
な

ど
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。
地
域

安
全
の
確
保
で
は
、
日
頃
か
ら
近
隣
住
民
が
相
互
で
見

守
り
を
す
る
関
係
づ
く
り
支
援
な
ど
で
す
。

　
県
立
学
校
の
整
備
で
は
、
耐
震
化
・
長
寿
命
化
に
加

え
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
空
調
設
備
の
導
入
な
ど
の
環
境

改
善
で
す
。

　
地
方
分
権
改
革
の
推
進
、
行
財
政
構
造
改
革
の
推
進
、

県
民
と
の
情
報
共
有
な
ど
。

　
行
財
政
構
造
改
革
で
は
、
条
例
の
期
限
で
あ
る
平
成

30
年
度
末
ま
で
の
取
組
を
示
す
最
終
２
か
年
行
革
プ
ラ

ン
案
を
取
り
ま
と
め
、
新
た
な
財
政
フ
レ
ー
ム
で
は
、

そ
の
30
年
度
末
の
収
支
均
衡
は
達
成
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
も
の
の
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
は
変
わ
り
は
な
く
、

31
年
度
以
降
の
改
革
の
在
り
方
も
検
討
す
る
と
の
事
で

し
た
。

「安心な介護体制の構築」を知事に申し入れ

地
方
創
生
の
本
格
化

地
方
創
生
の
基
盤
づ
く
り

地
域
自
立
の
推
進

　
平
成
29
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
最
中
で
あ
り
、

３
月
末
に
は
議
了
予
定
で
す
。

　
開
か
れ
た
県
議
会
と
い
う
こ
と
で
、
県
民
か
ら
の
政

策
提
案
、
議
会
の
政
策
提
案
条
例
、
県
議
会
か
ら
進
め

る
働
き
方
改
革
な
ど
、
議
会
と
し
て
も
組
織
進
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

私
の
行
動
指
針
を

作
成
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
意

見
も
頂
き
な
が
ら
、

た
つ
の
市
・
太
子

町
の
活
力
が
兵
庫

県
の
そ
れ
に
、
兵

庫
県
の
活
力
が
地

元
の
そ
れ
に
繋
が

る
よ
う
平
成
29
年

度
も
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

自民党執行部として小泉進次郎衆議院議員と打合せ

山口晋平「県政報告会」のご案内山口晋平「県政報告会」のご案内

平成29年４月１日（土）14：00～

赤とんぼ文化ホール 中ホール
　　たつの市龍野町富永
　　　TEL 0791-63-1888

14：00～  県政報告
14：40～  講師　泉 和慶 氏

日　時

場　所

講 師 ／ 姫路護國神社
            　宮司   泉　和慶（いずみ かずよし）氏
姫路市出身、姫路西高等学校、國學院大學 神道学部専攻科卒業。
姫路護國神社宮司。
「日本の国柄のお話」についてご講演頂きます。



山口晋平の

行動指針行動指針
伝統を守りながら次代を創っていく
～ 高い倫理観で、日本人であることに誇りを持ち、
 　　文化的で心豊かな社会生活を送り、幸せを実感できるよう、
　　　 県議会議員としてたつの市・太子町の為に尽くす ～

伝統を守りながら次代を創っていく
～ 高い倫理観で、日本人であることに誇りを持ち、
 　　文化的で心豊かな社会生活を送り、幸せを実感できるよう、
　　　 県議会議員としてたつの市・太子町の為に尽くす ～

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆昭和52年11月10日生　　 ◆たつの市龍野町島田生まれ　　　 ◆龍野市立小宅小学校
◆龍野市立龍野東中学校　 ◆兵庫県立龍野高等学校（48回生）
◆鳥取大学教育学部 総合科学課程理数情報コース卒業
◆平成12年7月より、衆議院議員 山口つよし秘書を務める
　　家族：妻、長男　 趣味：読書、テニス 　血液型：B型　 好きな言葉：一期一会
◆平成26年4月 兵庫県議会たつの市及び揖保郡選挙区補欠選挙にて初当選
◆平成27年4月 当選（2期目） 現在 警察常任委員会委員
◆自由民主党議員団 政務調査副会長

何でも

ご意見ください

E-mail shimpei1110＠gmail.com

検　索山口晋平　ブログ

山口晋平事務所

〒679-4121 たつの市龍野町島田 29-1

TEL 0791-65-1919 　FAX 0791-60-1126

理論だけではなく、生活の実情に通じ、様々な体験を重ね、見識を高め、実行力をあげる。ⅠⅠ

最後に　　　　　　　　 地域創生は行政の施策ではなく、そこの住民が主体になること。
     　　　　　 一人の100歩ではなく、100人の一歩でこの地域を創っていきたい。
　誰かがなんとかするだろうではなく、自分たちでなんとかしていかないとならない時代。10年後、20年後、あるいはその先の
未来を創造し、後世に引き継ぐまちづくりを、幅広い世代から英知を集めて形にします！

◎揖龍南北幹線道路・はりまふれあいロード・テクノ関連幹線道路の整備促進
　　網干たつの線松原跨線橋(揖保町東用～栄)、岩見揖保川線(国道250号岩見交差点)、
　　一般国道179号線太子道路(鵤)、太子御津線茶ノ木踏切(糸井地区)等
◎道路・河川・砂防・治山・用水路・ため池整備（県政報告5号参照）
◎防犯カメラ・街灯の設置促進
◎ひょうご防災ネット、防犯ネットの活用促進
◎医療・介護・福祉・保育の充実

県政を身近に感じて頂けるよう、皆様の意見を政策に反映させ、また県政を皆様にお伝えする努力をする。ⅢⅢ

安全・安心の基盤づくりを進め、地域の元気づくりを皆様とともに創り、家庭・学校・地域に
おいても教育の大切さを共有し、自立した人を育成する教育を実践する。ⅡⅡ

具体的な取組み具体的な取組み具体的な取組み具体的な取組み

安全・安心の
基盤づくり

◎基礎学力、英語を徹底的に学ぶ教育環境の充実。
◎ICTを活用した反転授業の実施（アクティブ・ラーニングに対応）。
◎放課後や土曜日を活用し、地域で子ども達を育てる「共育」の充実。
◎論語などを活用した内面の充実を図る教育を支援し、自立した日本人を育成。
◎18歳選挙権をきっかけとした家庭教育、地域教育の充実。

自立した
人づくり

◎「県政報告」随時発行による県政情報共有。
◎ホームページでの情報提供。
◎県政報告会・ミニ集会での意見交換会。

広　　報

◎醤油・素麺・皮革などの地場産業の発展。
◎中小企業の「産学官連携」事業の充実。
◎テクノの成果を地元の産業に活かせるように。
◎テクノポリスの活性化（平成32年度開通予定の播磨道を見通した）
◎開発を抑制している市街化調整区域や農業振興地域における産業立地などの促進
 （例えば幹線道路沿い、高速道路のIC周辺、鉄道沿線沿い等の開発規制緩和）
◎渋滞解消や工場等産業立地に係る架橋等
◎西播磨と神戸空港・関西国際空港との海上連絡
◎西播磨の農林水産業の発展
　　商品開発、生産環境の整備、販路拡大、水産資源の維持発展に必要な栄養塩類の効果的供給など。
　　女性を含めた新規就農基盤整備。竹の再利用。野生鳥獣害被害対策（捕獲したシカ等の利活用含）

地域の
元気づくり


